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⿅児島⼤学法⽂学部附属「⿅児島の近現代」教育研究センター 令和４年度地域マネジメント教育研究プロジェクト 成果報告会 2023年5⽉20⽇ ⿅児島⼤学

⽂化資源の価値を地域住⺠とどのように共有すべき︖

主催・運営 地域住⺠
霧島国際⾳楽祭の
⽂化資源価値

⿅児島県
ジェスク
⽂化振興財団

価値創造 価値共有
︖ ︖︖

謝辞︓本プロジェクトは⿅児島⼤学法⽂学部附属「⿅児島の近現代」教育研究センター令和４年度地域マネジメント教育研究プロジェクトの助成により実施されました。調査やワークショップの実施において、多くの皆様から多⼤なご協⼒をいただきました。厚く御礼申し上げます。
⿅児島県⽂化振興課、公益財団法⼈ジェスク⾳楽⽂化振興会、公益財団法⼈⿅児島県⽂化振興財団、霧島市スポーツ・⽂化振興課、霧島国際⾳楽祭の観客のみなさま、霧島市⺠のみなさま（順不同・敬称略） お問い合わせ▷⾺場武︓baba@leh.kagoshima-u.ac.jp

霧島国際⾳楽祭の観客への質問紙票調査
芸術⽂化を考えるワークショップ

「霧島の未来への贈りものプロジェクト」 

▷ 地域の芸術⽂化資源に対する市⺠の価値認識を明らかにする▷ 直接的に⾳楽祭の価値を享受している観客の⾳楽祭への価値認識
を明らかにする 

⽇時︓２０２２年１０⽉３０⽇(⽇) ９︓３０〜１２︓１０
場所︓霧島市国分シビックセンター 国分公⺠館⼤会議室
対象︓霧島市に関わりのある⾼校⽣以上の⽅
主催︓⿅児島⼤学法⽂学部・霧島市

「⿅児島の近現代」教育研究センター
令和4年度地域マネジメント教育研究プロジェクト

霧島の未来への贈りものプロジェクト
将来世代に残したい霧島の⽂化を考えるワークショップ

主催︓⿅児島⼤学法⽂学部・霧島市

霧島市には地元に愛されてきた豊かな⽂化が息づいています。
このワークショップでは、多様な霧島の⽂化から特に芸術⽂化を対象としています。
霧島の芸術⽂化をあらためて振り返り、どのように将来世代に繋いでいくのか、⼀緒
に考えてみませんか︖
みなさんと⼀緒に霧島の芸術⽂化の新たな魅⼒を⾒つけるワークショップです︕

2022年10⽉30⽇ 9︓30▶12︓10｜9︓00開場⽇

場所 霧島市国分シビックセンター 国分公⺠館⼤会議室
〒899-4332 ⿅児島県霧島市国分中央３丁⽬45-1

ワークショップ内容

１
２

対象 これまでに霧島市に何らかの関わり（在住・在学・在勤など）のある⾼校⽣以上の⽅
※事前知識は要りません

お問い合わせ
霧島市 市⺠環境部 スポーツ・⽂化振興課 0995-64-0710
⿅児島⼤学法⽂学部 ⾺場武 baba@leh.kagoshima-u.ac.jp

霧島市の芸術⽂化の現状

霧島市の芸術⽂化の将来

あらためて霧島市の芸術⽂化を⾒つめ直し、芸術⽂化が地域と市⺠にど
のような価値をもたらしているのか、その価値を霧島市⺠はどのように
共有しているのか考えていきます。

霧島市の芸術⽂化を将来世代への贈りものとしたときに、
私たち霧島市⺠はどのように芸術⽂化を将来世代に
繋ぐべきなのか考えていきます。

▽ワークショップの内容
１）霧島市の芸術⽂化の現状
霧島市の芸術⽂化を⾒つめ直し、芸術⽂化が地域と市⺠にどのような価値をもたらしている
のか、その価値を霧島市⺠はどのように共有しているのか考えていきます。

２）霧島市の芸術⽂化の将来
霧島市の芸術⽂化を将来世代への贈りものとしたときに、私たち霧島市⺠はどのように芸術
⽂化を将来世代に繋ぐべきなのか考えていきます。

未来の贈りものプロジェクトWSから考える次の展開
ありたい姿現状

• 強み
Ø 市⺠の熱意
Ø 豊かな⼈的ネットワーク
≒霧島市独⾃の⽂化資本

• 弱み
Ø 内向きな活動運営

• 多様な市⺠が主体的に協働して、多
様な芸術⽂化活動を何とかうまいこ
と運営している状態
Ø 芸術⽂化の多様性維持
Ø 持続可能な芸術⽂化活動

問題
• 根本的な問題︓市⺠（個⼈と団体）に主体的な運営視点が希薄

• 具体的な問題︓芸術⽂化活動の「場」の脆弱化（関係者の減少／活動運
営の資源の枯渇／価値創造の停滞）

• 霧島の強みを⽣かした市⺠の芸術⽂化活動の「場」をデザインする⼈材の育成
ー新たな価値を創造する⽂化的コモンズの形成を⽬指してー

次の展開＝解決策

霧島の強みを活かす｜新たな価値を創造する⽂化的コモンズ
Ø「場」のデザイン⼈材（多様な市⺠や機関）で組成されるネット
ワーク組織による持続可能な芸術⽂化活動の「場」の形成と運営

• 「場」のデザイン⼈材の連携による芸
術⽂化活動の主体的な運営
＝多様性維持＋持続可能
▶持続可能な芸術⽂化活動の「場」の形
成と運営
① 多様な関係者（ファンや理解者含む）

の増加
• 例）踊りの⼈が写真展に、写真の⼈が踊
りの発表会に…なども含む

② 運営のための資源（ヒト・モノ・カ
ネ・情報・知識）の共有による効率
化

③ 新たな価値創造による地域の幸福の
増幅

⽂化的コモンズ

期待される
成果霧島市の強みである市⺠

の熱意と⽂化資本（豊か

な⼈的ネットワーク）を
活かす

「場」のデザイン⼈材のネットワーク
芸術⽂化に関わる市⺠（個⼈・団体）／教育機

関／商⼯業事業者／観光関連事業者…などなど

▽ ワークショップの様⼦

▽ 参加者のコメント（芸術⽂化関係者から⾼校⽣まで多様な市⺠４０名が参加）

表現者として発信してきたけれど、もっと霧島市の芸術⽂化を私の表現と共に仲間から仲間へ発信して新し
い価値を⽣み出すことを実⾏していきます。「市⺠が主体になって、それぞれがリーダー」この⾔葉がとて
も素敵でした。

幅広い年代や異なる⽴場（芸術を届ける側、受け取る側、⾏政の⽅など）から様々な意⾒を聞き、刺激に
なった。芸術を届けている⽅々の熱量に触れ、本当に多くの⼈に芸術を届けたい想いが伝わってきた。その
ためにも誰かに動いてほしい、こうなってほしいと願望を持つだけではなく、⾃ら動く1⼈になることの重
要性を実感した。

今ある⽂化的な⾏事や物事をよりよく知り、参加し、広げることを進めていきたい。SNSを活⽤することも
進めたいが、アナログでの交流も⼤事にしつつ直接の働きかけも同時に⾏えるようにしていきたい。

具体的な内容につきましては、下記⾺場までお問い合わせください。


